
令和８年７月 
（公財）熊本県林業従事者育成基金 

 

森林環境譲与税等を活用した林業担い手対策の提案について 

 

 

１ 当財団での林業担い手支援の経緯等 

 H 元年 ：当財団設立（県・市町村・森林組合・事業体からの出捐（寄付）金） 

退職金及び社会保険の事業主負担助成事業（以下法定福利支援という。）の開始 

     ※林業事業体の加入率は 95%を超えており、一定の成果を上げている。 

 H18 年 ：新規参入者の給与及び住宅確保支援事業の開始 

 H24 年 ：公益財団法人へ移行 

 R4 年 ：林業従事者の待遇改善に向けた支援事業の要請。 

  

２ 当財団の林業担い手支援の取組内容 

  下記（１）と（２）を財源別に事業を展開し、支援の範囲を広くカバーしています。 

（１）林業従事者の処遇改善のために法定外福利を支援（新規） 

※既に取組事例のある市町村の森林環境譲与税等を活用した林業担い手対策と連携。 

（２）法定福利支援及び新規参入者向けの支援（継続） 

※財団収益という利点を生かし、（１）で取り組めない内容を実施。 

 令和7年度はこれまでと同様退職金・社会保険加入促進・新規就業者向け事業を実施。 

 

３ 提案する事業のスキーム 

  市町村から負担金等をいただき、当財団が認定事業体に助成する。 

（詳細は、裏面のとおり） 

 

４ 市町村のメリット 

（１）地元林業事業体の就業環境が改善され、林業従事者の確保・定着が促進される。 

（２）地域の森林が整備され、若者等の雇用の場が確保され、地元への定住等が促進される。 

（３）基金が支援事業を実施し、市町村には財政負担のみお願いするため、事務負担の軽減

となる。 

 

  

〇当財団は、県・市町村からの出捐金により運営している団体で、社会保

険・退職金共済の掛金助成等を通じ林業労働者の確保・育成・就業条件

整備を行っています。 

〇林業事業体からは、林業従事者の待遇を他産業と同水準にするための支

援を求められており、当財団は令和６年度から市町村と連携して林業従

事者向けの支援事業を実施しており、令和８年度は１４市町村が参画し

ています。 

〇本年度も引き続き市町村と連携した林業担い手対策を提案させていただ

きますので参画の検討をお願いします。 



５ 協定締結市町村 

  当財団と協定を締結し、連携して林業従事者向けの支援事業に取り組んでいる市町村は

以下のとおり。 

取組開始年度 市町村 

令和６年度～ 阿蘇市、球磨村 

令和７年度～ 菊池市、大津町、熊本市、高森町、相良村、多良木町、湯

前町、天草市、上天草市、苓北町 

令和８年度～ 山鹿市、人吉市 

 

 

６ その他 

予算要求の基礎となる資料は、別添のとおり。 

 

 
担当：北里・岩上 

【TEL】096-340-1151  

【E-mail】kumamori-8@ikuseikikin.net 


